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近
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：生
いく

田
た

　守
まもる

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

異
い
文
ぶん
化
か
コミュニケーションについて考

かんが
えることは、言

げん
語
ご
の学

がく
習
しゅう

者
しゃ
・指

し
導
どう
者
しゃ
、とりわけ日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
にとって、とても大

たい
切
せつ
なことです。

本
ほん
書
しょ
は異

い
文
ぶん
化
か
に接
せっ
した体

たい
験
けん
があまりない大

だい
学
がく
生
せい
（日

に
本
ほん
人
じん
）を対

たい
象
しょう
に、

専
せん
門
もん
用
よう
語
ご
や理

り
論
ろん
的
てき
説
せつ
明
めい
を抑

おさ
えて、著

ちょ
者
しゃ
自
じ
身
しん
の体

たい
験
けん
に基

もと
づいた具

ぐ
体
たい
例
れい
か

ら異
い
文
ぶん
化
か
コミュニケーションについて考

かんが
えさせるための教

きょう
材
ざい
です。

▽本
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい

本
ほん
書
しょ
は15章

しょう
で構

こう
成
せい
されていて、各

かく
章
しょう
のタイトルは以

い
下
か
の通

とお
りにな

っています。

第
だい
1章
しょう

文
ぶん
化
か
って何

なん
だろう

第
だい
2章
しょう

見
み
える文

ぶん
化
か
と見

み
えない文

ぶん
化
か

第
だい
3章
しょう

カルチャーショック

第
だい
4章
しょう

ステレオタイプ

第
だい
5章
しょう

価
か
値
ち
観
かん
の違
ちが
い

第
だい
6章
しょう

間
ま
のとり方

かた
と話
はな
し手

て
の交
こう
代
たい

第
だい
7章
しょう

文
ぶん
脈
みゃく
の重

じゅう
要
よう
性
せい

第
だい
8章
しょう

集
しゅう
団
だん
主
しゅ
義
ぎ
と個

こ
人
じん
主
しゅ
義
ぎ

第
だい
9章
しょう

異
い
文
ぶん
化
か
に慣

な
れる

第
だい
10章

しょう
差
さ
異
い
を楽
たの
しむ

第
だい
11章

しょう
外
がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう

第
だい
12章

しょう
聞
き
く力

ちから
と伝

つた
える力

ちから

第
だい
13章

しょう
交
こう
渉
しょう
する力

ちから

第
だい
14章

しょう
異
い
文
ぶん
化
か
コミュニケーション・スキル

第
だい
15章

しょう
静
しず
かな教

きょう
室
しつ
と白
はく
熱
ねつ
する教

きょう
室
しつ

各
かく
章
しょう
にはトピックごとの解

かい
説
せつ
にまじって、１つから6つのエクササ

イズ（5から15分
ふん
の時

じ
間
かん
制
せい
限
げん
付
つ
き）があります（全

ぜん
部
ぶ
で48）。そこで

は異
い
文
ぶん
化
か
コミュニケーションに関

かん
する自

じ
分
ぶん
の体

たい
験
けん
や考

かんが
えを列

れっ
挙
きょ
したり

分
ぶん
析
せき
したりして書

か
き込

こ
むようになっています。

例
たと
えば、第

だい
9章
しょう
の「異

い
文
ぶん
化
か
に慣

な
れる」では、「街

まち
中
なか
で道

みち
に迷

まよ
ってい

る外
がい
国
こく
人
じん
を見

み
かけました。あなたはその時

とき
どうしますか。」とか「異

い

文
ぶん
化
か
に慣

な
れるために、どのような方

ほう
法
ほう
が考

かんが
えられますか。思

おも
いつくま

まに記
き
述
じゅつ
してください。」というようなエクササイズがあります。

また、各
かく
章
しょう
最
さい
後
ご
には「英

えい
語
ご
の表

ひょう
現
げん
も学

まな
ぼう」という日

にち
英
えい
語
ご
で併

へい
記
き

した専
せん
門
もん
用
よう
語
ご
のリストと、その章

しょう
で学

まな
んだことや思

おも
ったことなど自

じ
分
ぶん

の意
い
見
けん
を書

か
き込

こ
むOpinionという欄

らん
が設
もう
けられています。

▽「自
じ
発
はつ
学
がく
習
しゅう
型
がた
教
きょう
材
ざい
」

本
ほん
書
しょ
の狙

ねら
いは、異

い
文
ぶん
化
か
コミュニケーションの理

り
論
ろん
や用

よう
語
ご
を講

こう
義
ぎ
のよ

うに教
おし
えるのではなく、学

がく
生
せい
が、身

み
近
ぢか
な具

ぐ
体
たい
例
れい
から自

じ
分
ぶん
で自

じ
分
ぶん
の答

こた
え

を探
さが
すことができるようになることです。その意

い
味
み
で、「自

じ
発
はつ
学
がく
習
しゅう
型
がた

教
きょう
材
ざい
」という言

こと
葉
ば
が書
しょ
名
めい
に使
つか
われています。

エクササイズは一
ひとり
人で答

こた
えるには難

むずか
しいものが多

おお
く、解

かい
答
とう
例
れい
もな

いので、独
どく
習
しゅう
には向

む
かないと思

おも
います。教

きょう
室
しつ
で用

もち
いる場

ば
合
あい
、指

し
導
どう
者
しゃ
は

十
じゅう
分
ぶん
なインプットを行

おこ
ない、学

がく
生
せい
が答

こた
えやすい環

かん
境
きょう
も作

つく
らなければな

りません。また、学
がく
生
せい
から出

で
た答

こた
えにどう反

はん
応
のう
し、最

さい
終
しゅう
的
てき
に学

がく
習
しゅう
させ

たい事
じ
項
こう
にどのように関

かん
連
れん
させるかなどの準

じゅん
備
び
も入

にゅう
念
ねん
に行

おこな
う必
ひつ
要
よう
があ

るでしょう。指
し
導
どう
者
しゃ
の力

りき
量
りょう
が試

ため
されるところですが、「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
中
ちゅう
心
しん
」

に重
おも
きを置

お
いているという点

てん
では興

きょう
味
み
深
ぶか
い１冊

さつ
です。

本
ほん
書
しょ
の対

たい
象
しょう
は主

おも
に日

に
本
ほん
人
じん
大
だい
学
がく
生
せい
ですが、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み
や教

きょう
授
じゅ
トピ

ックにあわせてエクササイズを適
てき
宜
ぎ
変
か
えることによって、対

たい
象
しょう
を拡

かく
大
だい

することも可
か
能
のう
でしょう。

また、本
ほん
書
しょ
の説

せつ
明
めい
やエクササイズはアメリカ社

しゃ
会
かい
・文

ぶん
化
か
との比

ひ
較
かく
が

中
ちゅう
心
しん
ですが、よりグローバルな視

し
点
てん
から考

かんが
えさせることも必

ひつ
要
よう
でしょう。


